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論 文 審 査 結 果 の 要 旨  
本研究は新規癌抑制漣伝子RⅢC瓜kk・3が膀胱痺に対する遺伝子治療の対象とな   
りうるかどうかを検索したものである。ヒト膀胱痺株T24，J82に対してアデノウ   
イルスベクターを用いてREIC／Dkk・3を強制発現きせたが、有意なアポトーシスは   
観察きれなかった。これらの細胞ではJNXのt」ン酸化は確認きれたがBaxは細胞   
質にとどまっていた。Baxをミトコンドリアから離す働きを担うとされている坑ア   
ポトーシス蛋白Bcl・2の発現峠T24，J82ともREIC／Dkk・3感受性細胞のPC3、   
NCCITと比較し瓦進しており、Bcl・2阻害剤YC137の併用によりT24とJ82にア   
ポトーシスを誘導できた。これらの結果は膀胱癌細胞株におけるREIC／Dkk・3耐性   
機構の少なくとも一部にBcl・2の過剰発現が関係していることが示唆された。  
実験の即勺、手法、結果とその解釈とも適切になされており、肺腺窟の治療法   
開発の基礎的研究として重要な知見を得たものと評価されろ。   
よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   
